
議
員

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
第
一

次
稼
働
か
ら
一
か
月
が
過
ぎ

た
が
、
個
人
情
報
の
漏
え
い

と
情
報
が
不
正
に
使
用
さ
れ

る
お
そ
れ
か
ら
施
行
延
期
を

要
請
し
た
自
治
体
は
三
九
に

も
及
ん
だ
。
本
市
も
個
人
情

報
保
護
の
た
め
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
稼
働
中
止
を
国
へ
要
請

す
べ
き
と
思
う
が
、見
解
は
。

助
役

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
は
、
法
制
度
面
、
技
術
面
、

運
用
面
な
ど
か
ら
個
人
情
報

保
護
に
対
し
て
万
全
の
措
置

が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
へ
の
稼
働
中
止
要

請
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員

本
市
で
は
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

参
入
の
是
非
を
ど
う
検
討
し

て
き
た
の
か
。

市
民
部
長

改
正
住
民
基
本

台
帳
法
が
平
成
十
一
年
八
月

に
成
立
し
、
十
四
年
八
月
五

日
施
行
と
定
め
ら
れ
た
。
平

塚
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第

九
条
で
は
、
個
人
情
報
の
利

用
お
よ
び
提
供
の
制
限
を
規

定
し
て
い
る
が
、
法
令
の
規

定
に
基
づ
き
利
用
し
、
ま
た

は
、
提
供
す
る
と
き
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

個
人
情
報
の
提
供
は
可
能
と

判
断
し
た
た
め
、本
市
で
は
、

法
律
ど
お
り
実
施
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
第
一
次
稼

働
実
施
の
前
後
に
個
人
情
報

保
護
運
営
審
議
会
委
員
に
は

説
明
・
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

議
員

個
人
情
報
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
は
ど
の
よ
う
に

講
じ
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

専
用
回
線
の
利

用
や
フ
ァ
イ
ア
ー
ウ
ォ
ー
ル

（
不
正
侵
入
防
止
装
置
）に
よ

り
外
部
か
ら
の
不
正
侵
入
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
通
信

の
際
に
は
デ
ー
タ
の
暗
号
化

や
通
信
相
手
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
相
互
認
証
に
よ
り
、
外

部
へ
の
情
報
漏
え
い
を
防
止

し
て
い
る
。
ま
た
、
内
部
の

不
正
利
用
を
防
止
す
る
た
め
、

操
作
者
を
限
定
し
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
り

厳
重
に
操
作
者
の
確
認
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
要
綱
等
で
個
人
情
報
保

護
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

議
員

情
報
の
漏
え
い
や
不

正
利
用
等
が
起
き
た
場
合
、

本
市
の
条
例
で
は
、
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

接
続
停
止
に
つ
い
て
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

助
役
・
市
民
部
長

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
し
て
は
万
全
な

対
策
を
と
っ
て
い
る
が
、
万

一
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
へ
の
不
正

ア
ク
セ
ス
や
情
報
の
漏
え
い

等
の
徴
候
を
発
見
し
た
場
合

に
は
、
市
が
策
定
し
た
緊
急

時
対
応
計
画
書
に
基
づ
き
不

正
行
為
や
障
害
発
生
時
の
状

況
に
よ
り
、
本
人
確
認
情
報

通
知
の
た
め
の
電
気
通
信
回

線
の
停
止
を
行
う
。
併
せ
て

原
因
を
究
明
し
、
再
発
防
止

対
策
等
を
と
っ
て
い
く
。

議
員

住
民
票
コ
ー
ド
の
通

知
に
関
し
て
、
多
く
の
市
民

か
ら
苦
情
が
出
て
い
る
と
思

う
が
、
苦
情
の
内
容
と
対
応

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

住
民
票
コ
ー
ド

の
通
知
に
は
、
圧
着
シ
ー
ル

タ
イ
プ
の
は
が
き
の
表
面
に

模
様
を
施
す
な
ど
中
が
見
え

な
い
措
置
を
講
じ
た
。
し
か

し
、
八
月
末
現
在
で
は
、「
住

民
票
コ
ー
ド
が
透
け
て
見
え

る
」
二
四
七
件
、「
住
民
票

コ
ー
ド
の
変
更
は
可
能
か
」

一
三
四
件
、「
通
知
書
の
返

却
」
一
一
件
、
そ
の
他
住
民

票
コ
ー
ド
に
関
す
る
確
認
等

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
方
々
に
は
制
度
の

趣
旨
を
説
明
し
理
解
を
求
め

た
が
、
不
安
な
方
々
に
は
住

民
票
コ
ー
ド
を
変
更
で
き
る

こ
と
を
説
明
し
、
手
続
き
を

と
っ
て
も
ら
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

議
員

本
人
情
報
の
提
供
中

止
を
求
め
る
請
求
は
あ
っ
た

の
か
。

市
民
部
長

五
人
の
市
民
か

ら
請
求
が
出
さ
れ
て
い
る
。

議
員

シ
ス
テ
ム
構
築
に
か

か
っ
た
経
費
と
運
営
経
費
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
民
部
長

シ
ス
テ
ム
改
修

費
が
約
八
八
〇
〇
万
円
、
一

次
稼
働
分
の
機
器
の
使
用
料

等
が
約
八
九
〇
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
来
年
度
以
降
の
運

営
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
後

詰
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

平
成
十
二
年
三
月
に

出
さ
れ
た
産
業
活
性
化
ビ
ジ

ョ
ン－

農
業
調
査
報
告
書－

の
経
過
を
踏
ま
え
て
、
十
四

年
三
月
に
農
村
環
境
計
画
が

策
定
さ
れ
た
。
い
ろ
い
ろ
と

計
画
等
が
出
て
い
る
が
、
本

市
は
、
農
業
の
将
来
像
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

本
市
の
農
業
は
、

京
浜
の
大
消
費
地
が
近
い
と

い
う
有
利
な
条
件
を
生
か
し
、

稲
作
を
基
盤
に
施
設
園
芸
、

露
地
野
菜
、
酪
農
等
幅
広
い

形
態
で
営
農
が
な
さ
れ
て
い

る
。農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、

減
反
、
輸
入
農
産
物
等
の
課

題
も
抱
え
て
い
る
が
、
今
後

も
こ
の
形
態
に
大
き
な
変
化

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
食
糧
の
安

定
供
給
と
環
境
を
守
り
、
環

境
と
共
生
し
て
い
く
た
め
の

対
応
を
視
野
に
入
れ
、
農
村

が
持
つ
多
面
的
機
能
を
十
分

発
揮
し
な
が
ら
、
農
業
の
持

続
的
発
展
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

こ
の
農
村
環
境
計
画

は
、
上
位
計
画
と
な
る
新
平

塚
市
総
合
計
画
改
訂
基
本
計

画
や
平
塚
産
業
活
性
化
ビ
ジ

ョ
ン
な
ど
と
は
ど
う
整
合
性

を
図
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長

本
計
画
は
国
の

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
を
は
じ
め
県
や
本
市
の
上

位
計
画
を
尊
重
し
、
農
業
振

興
地
域
に
お
け
る
農
村
や
農

業
基
盤
整
備
の
在
り
方
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
も
農
業
・
農
村
の
振
興

を
図
る
た
め
農
業
の
基
盤
整

備
を
計
画
的
に
実
施
し
、
農

業
生
産
の
効
率
性
、利
便
性
、

維
持
管
理
の
軽
減
に
努
め
て

き
た
。
し
か
し
、
農
業
生
産

活
動
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

が
認
識
さ
れ
は
じ
め
、今
後
、

農
業
農
村
基
盤
整
備
に
当
た

っ
て
は
、
こ
の
計
画
を
指
針

に
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る

各
種
事
業
を
立
案
し
、
地
域

資
源
の
保
全
・
改
善
・
活
用

を
図
り
、
環
境
に
配
慮
し
た

整
備
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

議
員

平
成
三
年
十
二
月
に

生
産
緑
地
法
が
改
正
さ
れ
た

が
、
市
内
の
生
産
緑
地
の
指

定
状
況
を
伺
い
た
い
。

都
市
計
画
部
長

法
改
正
後

の
平
成
四
年
十
一
月
で
は
三

四
七
か
所
、
五
〇
・
四
�
を

指
定
し
た
が
、
十
四
年
三
月

末
現
在
で
は
、三
七
五
か
所
、

五
四
・
八
�
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

追
加
指
定
の
際
の
基

準
を
伺
い
た
い
。

都
市
計
画
部
長

追
加
指
定

基
準
は
、
�
都
市
環
境
の
向

上
の
観
点
か
ら
公
園
緑
地
等

公
共
施
設
用
地
と
し
て
計
画

的
に
確
保
す
べ
き
農
地
等
で
、

都
市
計
画
施
設
の
区
域
内
に

あ
る
も
の
。
�
農
林
漁
業
と

調
和
し
た
良
好
な
都
市
環
境

の
形
成
を
図
る
上
で
、
必
要

と
認
め
ら
れ
る
一
団
の
農
地

と
し
て
、
す
で
に
指
定
し
て

い
る
生
産
緑
地
の
拡
大
等
に

な
る
も
の
、
ま
た
は
、
街
区

公
園
等
に
準
ず
る
緑
地
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

生
産
緑
地
法
第
一
〇

条
に
あ
る
生
産
緑
地
の
買
い

取
り
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に

行
わ
れ
る
の
か
。

都
市
計
画
部
長

買
い
取
り

の
申
し
出
要
件
は
、
�
指
定

後
三
〇
年
が
経
過
し
た
場
合
。

�
生
産
緑
地
の
農
業
の
主
た

る
従
事
者
が
死
亡
し
た
場
合
。

�
生
産
緑
地
の
農
業
の
主
た

る
従
事
者
が
農
業
に
従
事
す

る
こ
と
が
不
可
能
な
故
障
に

至
っ
た
場
合
で
あ
る
。
所
有

者
か
ら
買
い
取
り
申
請
が
出

さ
れ
る
と
県
や
県
住
宅
供
給

公
社
に
照
会
し
、
買
い
取
り

希
望
が
な
い
場
合
は
農
業
委

員
会
を
通
じ
て
他
の
農
業
従

事
者
に
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て

い
る
。
な
お
、
市
で
買
い
取

っ
た
ケ
ー
ス
は
今
ま
で
な
い
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ

ス

テ

ム

が
稼
働

個
人
情
報
保
護
の
対
策
は
万
全
か

議
員

Ｂ
Ｓ
Ｅ
や
食
品
の
不

正
表
示
、
違
法
添
加
物
と
無

認
可
農
薬
の
販
売
・
使
用
な

ど
多
く
の
事
件
が
発
生
し
、

業
界
と
消
費
者
保
護
行
政
に

対
す
る
消
費
者
の
信
頼
は
失

わ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
に

県
平
塚
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
苦
情
相
談
件
数
は
、
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
は
閉
鎖

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
エ
リ

ア
内
の
三
市
二
町
で
は
県
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
要
請
を

行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

市
民
部
長

今
後
の
消
費
者

保
護
行
政
の
事
務
が
円
滑
に

進
め
ら
れ
、
相
談
者
の
利
便

性
が
図
ら
れ
る
よ
う
県
知
事

あ
て
に
中
央
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
相
模
川
以
西
へ
の
新

築
、
も
し
く
は
同
等
の
機
能

を
有
す
る
分
室
の
検
討
、
地

域
担
当
制
度
の
充
実
、
消
費

生
活
相
談
体
制
整
備
推
進
事

業
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
十

一
項
目
に
つ
い
て
、
八
月
末

に
県
へ
要
望
書
を
提
出
し
、

回
答
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

議
員

十
三
年
度
の
県
平
塚

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談

件
数
の
内
、
四
八
・
三
％
は

平
塚
市
民
で
あ
っ
た
。
同
セ

ン
タ
ー
の
存
廃
に
か
か
わ
ら

ず
、
市
立
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
必
要
と
思
う
が
、
市

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
は
、
消
費
生
活
啓
発
事

業
等
の
消
費
者
保
護
行
政
全

般
を
行
う
拠
点
と
な
る
の
で
、

県
、
三
市
二
町
、
消
費
生
活

相
談
員
・
消
費
者
団
体
と
の

連
携
、
意
見
交
換
を
十
分
行

い
、
市
で
設
置
し
て
い
く
方

向
で
考
え
て
い
る
。

住
民
票
コ
ー
ド
の
通
知

市
民
か
ら
の
苦
情
は

シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費

平
成
十
二
年
に
成
立
し
た

民
事
法
律
扶
助
法
に
基
づ
く

法
律
扶
助
事
業
に
対
し
て
は
、

国
が
十
分
な
財
政
措
置
を
講

じ
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
と

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
神
奈
川
県
下
の

民
事
法
律
扶
助
事
業
の
現
状

で
は
、
予
算
不
足
の
た
め
、

本
来
扶
助
を
受
け
る
べ
き
者

が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
生

じ
て
お
り
、
財
団
法
人
法
律

扶
助
協
会
神
奈
川
支
部
に
お

い
て
は
、平
成
十
四
年
度
は
、

当
初
か
ら
限
ら
れ
た
事
業
、

資
金
の
枠
内
に
事
業
計
画
を

収
め
る
べ
く
援
助
を
抑
制
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
放
置

す
れ
ば
、
経
済
的
弱
者
の
司

法
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
閉
ざ
し
、

憲
法
第
三
二
条
の
理
念
、
民

事
法
律
扶
助
法
の
目
的
に
反

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。よ

っ
て
、
国
に
お
か
れ
て

は
、
国
民
の
裁
判
を
受
け
る

権
利
を
実
質
的
に
保
障
し
、

利
用
し
や
す
い
司
法
を
実
現

す
る
た
め
に
、
平
成
十
四
年

度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
民

事
法
律
扶
助
事
業
に
対
す
る

国
庫
補
助
金
に
つ
い
て
十
分

な
財
政
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
来
年
度
以
降
、
当
初

予
算
か
ら
同
事
業
に
対
す
る

十
分
な
国
庫
補
助
金
を
確
保

す
る
よ
う
要
望
す
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九

九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書

を
提
出
す
る
。

平
成
十
四
年
九
月
二
十
七
日

平

塚

市

議

会

民民
事事
法法
律律
扶扶
助助
事事
業業
にに
対対
すす
るる

財財
政政
措措
置置
のの
充充
実実
にに
関関
すす
るる
意意
見見
書書

第 ��� 号ひらつか議会だより

農
業
の
持
続
的
発
展
め
ざ
し

農
村
環
境
計
画
を
策
定

生
産
緑
地
の
指
定
状
況
等
聞
く

片岡地区での稲刈り

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
県県はは廃廃止止のの方方針針

本本市市のの対対応応尋尋ねねるる

平成��年（２００２年）��月�日（�）
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